
巻 末 資 料 

○大雪に対する防災力の向上方策検討について 

○豪雪地帯対策特別措置法 

○豪雪地帯対策特別措置法の仕組み 

〇豪雪地帯対策基本計画（平成 18 年 11 月 14 日閣議決定） 

〇中央防災会議「防災基本計画」（抄）（平成 20 年 2 月） 

〇「降積雪期における防災態勢の強化について」 (平成 22 年 12 月 13 日

中央防災会議通知) 

〇「今冬期の大雪等への対応について」（平成 23 年 1 月 21 日今冬期の大

雪等への対策に関する関係省庁連絡会議申合せ） 

〇「今冬期の大雪等への対応について」（平成 23 年 2 月 1 日大雪等及び新

燃岳噴火に関する関係閣僚会議決定） 

〇「除雪作業中の事故防止に向けた普及啓発の徹底等について（通知）」

（平成 23 年 2 月 2 日内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（災害予

防担当）、消防庁国民保護・防災部防災課長） 

〇克雪住宅の普及促進 

〇空き家再生等推進事業 

〇内閣府（災害予防担当）「寒冷環境下における防災ボランティア活動の

安全衛生に関する情報・ヒント集」（平成 21 年 2 月 5 日バージョン） 

〇災害救助法関係 

○顕著な災害を起こした自然現象に対する命名の考え方及び名称の付け

方 

〇農林水産業支援関係 

（・農林漁業セーフティネット資金の概要、・農林水産業共同利用施設災

害復旧事業の概要、・漁船損害等補償制度の概要、・漁業共済補償制度の

概要、・漁業近代化資金の概要、・小型漁船に対する激甚災害の措置関係

条項等、・大雪・波浪等による漁船被害状況、・激甚災害法第 11 条のこ

れまでの適用状況） 
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大雪に対する防災力の向上方策の検討について 

 

 

１ 背景・目的 

 

今冬期は、豪雪地帯を中心に、犠牲者 131 名（H23.3.31 時点）を出すなど雪害は「平成

18 年豪雪」に迫る状況。犠牲者は、屋根の雪下ろし等除雪作業中、高齢者に多い点も「平

成 18 年豪雪」と同様。住居とともに、重要な産業である農林水産業の被害や道路除雪も大

きな課題。 

除雪の問題は、根本的には豪雪地帯の高齢化、過疎化、除雪の重要な担い手である建設業

者等の減少等地域防災力の低下に起因するものと思慮。こうした傾向が進展するという前提

で雪害対策について検討が必要。さらに、豪雪は、不定期に発生しており、事前準備も含め

教訓の継承が必ずしも十分ではない面もあると思慮。 

以上のことから、今回の豪雪災害の詳細分析を行い、その対策について 

・国や地方公共団体の果たすべき役割、 

・地域の防災力向上方策 

等について、学識経験者・関係機関・地方公共団体等と連携し、検討の場を設置し、豪雪地

帯の雪害対策について、次の降雪期前までにまとめることとする。 

  

２ 検討の流れ・検討項目 

 

（1） 豪雪地帯の地域防災力等の実態把握 

（例） 

・高齢化、過疎化状況、除雪担い手の状況、財政状況（補正予算等）等 

・国、都道府県、広域の支援状況 等 

・地域防災力向上に関する先進的な取組事例の抽出 

 

（2） 今冬期の雪害状況、課題の抽出 

   （例） 

   ・屋根の雪下ろし等除雪中の被害状況 

・重要な産業である農林水産業の被害状況、住居の除雪（空き家も含む） 等 

・災害救助法の指定状況、特別交付税措置状況 等 

・ボランティアの支援状況、自衛隊の派遣状況 等 
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2 
 

（3）上記を踏まえ、以下の項目を検討 

・除雪事故防止のための安全対策（「雪処理に係る事故による犠牲者ゼロのための地域

の防災力向上に向けて提言」（H21.3）における対策等のフォローアップ等） 

・地域防災力の向上方策 

・公的支援のあり方 

・その他 

 

３ 構成メンバー 

  

（有識者） 

（座長） 中林 一樹    明治大学大学院政治経済学研究科特任教授 

大平 悦子  新潟県魚沼市市長 

岡野谷 純  特定非営利活動法人日本ファーストエイドソサエティ代表 

上村 靖司  長岡技術科学大学機械系准教授 

佐々木孝之  山形県生活環境部危機管理・くらし安心局長 

佐藤  威    独立行政法人防災科学技術研究所雪氷防災研究センター長 

島田 茂樹   長野県栄村村長 

沼野 夏生  東北工業大学工学部建築学科教授 

福与 徳文  独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構 

                     農村工学研究所農村基盤研究領域上席研究員 

 

（関係府省庁） 

内閣府、国土交通省 

警察庁、消費者庁、総務省、消防庁、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、気象庁、防

衛省 

（事務処理） 

検討会に関する事務は、内閣府政策統括官（防災担当）及び国土交通省国土政策局で構成

し、主務を内閣府政策統括官（防災担当）が務める。 

 

４ スケジュール 

 

■９月３０日【第１回検討会：今冬期の雪害の概要と課題の洗い出し】 

 

■１１月４日【第２回検討会：課題に対する対策の検討】 

 

■１２月２日【第３回検討会：提言中間とりまとめ（案）の検討】 
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豪雪地帯対策特別措置法（昭和三十七年四月五日法律第七十三号） 

最終改正：平成二三年八月三〇日法律第一〇五号 

（目的）  

第一条  この法律は、積雪が特にはなはだしいため、産業の発展が停滞的で、かつ、住民の

生活水準の向上が阻害されている地域について、雪害の防除その他産業等の基礎条件の改

善に関する総合的な対策を樹立し、その実施を推進することにより、当該地域における産

業の振興と民生の安定向上に寄与することを目的とする。  

（豪雪地帯及び特別豪雪地帯の指定）  

第二条  国土交通大臣、総務大臣及び農林水産大臣は、前条に規定する地域について、積雪

の度その他の事情を勘案して政令で定める基準に従い、かつ、国土審議会の意見を聴いて、

道府県の区域の全部又は一部を豪雪地帯として指定する。  

2  国土交通大臣、総務大臣及び農林水産大臣は、前項の豪雪地帯のうち、積雪の度が特

に高く、かつ、積雪により長期間自動車の交通が途絶する等により住民の生活に著しい支

障を生ずる地域について、国土審議会の議決を経て国土交通大臣、総務大臣及び農林水産

大臣が定める基準に従つて、豪雪地帯として指定された道府県の区域の一部を特別豪雪地

帯として指定する。  

３  国土交通大臣、総務大臣及び農林水産大臣は、豪雪地帯又は特別豪雪地帯の指定をし

たときは、これを公示しなければならない。  

（豪雪地帯対策基本計画の樹立）  

第三条  国土交通大臣、総務大臣及び農林水産大臣は、関係行政機関の長に協議し、かつ、

関係道府県知事及び国土審議会の意見を聴いて、豪雪地帯における雪害の防除その他積雪

により劣つている産業等の基礎条件の改善に関する施策（以下「豪雪地帯対策」とい う。）

の基本となるべき豪雪地帯対策基本計画（以下「基本計画」という。）を決定しなければ

ならない。  

２  国土交通大臣、総務大臣及び農林水産大臣が基本計画の決定をするには、閣議の決定

を経なければならない。  

３  国土交通大臣、総務大臣及び農林水産大臣は、基本計画を決定したときは、これを公

示するとともに、関係道府県知事に通知しなければならない。  

４  前三項の規定は、基本計画を変更しようとする場合について準用する。  

（基本計画の内容）  

第四条  基本計画には、次に掲げる事項について、それぞれその基本的なものを定めるもの

とする。  

一  積雪期における交通及び通信を確保するために必要な道路、鉄道、軌道、港湾等の

交通施設及び通信施設の整備に関する事項  

二  農業及び林業に係る雪害の防除その他農業及び林業の生産条件の整備に関する事
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項  

三  豪雪地帯の特殊事情に即応する教育施設、保健衛生施設及び社会福祉施設の整備に

関する事項  

四  雪害を防除するために必要な国土保全施設の整備に関する事項  

五  前各号に掲げるもののほか、豪雪地帯対策に関する重要事項で政令で定めるもの  

２  国土交通大臣、総務大臣及び農林水産大臣は、基本計画を定めるに当たつては、特別

豪雪地帯につき、住民の生活水準の維持改善に関し必要な措置を講ずるよう特に配慮しな

ければならない。  

（国土審議会の調査審議等）  

第五条  国土審議会は、次の各号に掲げる事項について、調査審議する。  

一  豪雪地帯及び特別豪雪地帯の指定に関する事項  

二  基本計画の作成及びその実施の推進に関する事項  

三  豪雪地帯に適応する産業の振興に関する事項  

四  豪雪地帯における住民の生活文化水準の向上に関する事項  

五  雪害及びその対策に関する試験研究の促進に関する事項  

六  前各号に掲げるもののほか、豪雪地帯に関する重要事項  

２  国土審議会は、前項各号に掲げる事項に関し、国土交通大臣、総務大臣及び農林水産

大臣の諮問に答申し、かつ、必要に応じ、国土交通大臣、総務大臣若しくは農林水産大臣

又はこれらの大臣以外の関係行政機関の長に対し意見を申し出ることができる。  

（道府県豪雪地帯対策基本計画）  

第六条  地域の特性に応じた豪雪地帯対策を推進するため、豪雪地帯に係る道府県の知事は、

関係市町村長の意見を聴いて、道府県豪雪地帯対策基本計画（以下「道府県計画」という。）

を定めることができる。  

２  道府県計画には、道府県が豪雪地帯対策を推進するために必要な次に掲げる事項を定

めるものとする。  

一  交通及び通信の確保に関する事項  

二  農林業、商工業その他の産業の振興に関する事項  

三  生活環境施設の整備に関する事項  

四  国土保全施設の整備に関する事項  

五  雪害の防除等に関する調査研究及び降積雪に係る情報の収集等の体制の整備に関する

事項  

六  除排雪についての住民の協力体制の整備及び地域の特性を生かした地域間交流の促進

等に関する事項  

３  前項各号に掲げるもののほか、道府県計画には、豪雪地帯の振興の基本的方針に関する

事項を定めるよう努めるものとする。  

４  道府県計画は、基本計画に適合するとともに、地域における創意工夫を生かしつつ、
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その活性化に資するよう定めるものとする。  

５  道府県知事は、道府県計画を定めたときは、速やかに、国土交通大臣、総務大臣及び

農林水産大臣にこれを提出しなければならない。  

６  国土交通大臣、総務大臣及び農林水産大臣は、前項の規定により道府県計画の提出が

あつた場合においては、速やかに、その内容を関係行政機関の長に通知しなければならな

い。  

７  第一項及び前三項の規定は、道府県計画の変更について準用する。  

８  政府は、豪雪地帯において施策を講ずるに当たつては、道府県計画を尊重するものと

する。  

（住民の責務）  

第七条  住民は、国及び地方公共団体が実施する豪雪地帯対策の推進に協力するよう努める

ものとする。  

第八条  削除  

（事業の実施）  

第九条  基本計画及び道府県計画に基づく事業は、この法律に定めるもののほか、当該事業

に関する法律（これに基づく命令を含む。）の規定に従い、国、地方公共団体その他の者

が実施するものとする。  

（事業計画の作成及び調整）  

第十条  関係行政機関の長は、毎年度、基本計画の実施についてその所掌する事項に関し事

業計画を作成し、これを国土交通大臣に提出しなければならない。  

２  国土交通大臣は、前項の規定により提出された事業計画について必要な調整を行なう

ものとする。  

（財政上の措置）  

第十一条  国は、財政の許す範囲内において、基本計画の実施を促進するよう努めなければ

ならない。  

（地方債についての配慮）  

第十一条の二  地方公共団体が基本計画及び道府県計画を達成するために行う事業に要する

経費に充てるために起こす地方債については、法令の範囲内において資金事情及び当該地

方公共団体の財政状況が許す限り、特別の配慮をするものとする。  

（資金の確保等）  

第十一条の三  国は、基本計画及び道府県計画に基づいて行う事業の実施に関し、必要な資

金の確保その他の援助に努めなければならない。  

（関係機関等の協力）  

第十二条  関係行政機関の長、関係地方公共団体及び関係事業者は、基本計画及び道府県計

画の円滑な実施が促進されるように協力しなければならない。  

（助言及び調査）  
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第十二条の二  国土交通大臣、総務大臣及び農林水産大臣は、道府県計画の実施に関し必要

があると認める場合においては、関係地方公共団体に対し助言し、又は関係地方公共団体

について調査を行うことができる。  

（工事の早期着手等についての配慮）  

第十三条  国及び地方公共団体は、豪雪地帯の特殊事情にかんがみ、早期に工事に着手する

ことができるようにする等基本計画及び道府県計画に基づく事業の効率的な実施につい

て特別の配慮をするものとする。  

（克雪住宅の普及促進）  

第十三条の二  国及び地方公共団体は、克雪住宅（融雪等の措置が講じられた住宅をいう。）

の普及が促進されるよう適切な配慮をするものとする。  

（快適で魅力ある地域社会の形成）  

第十三条の三  国は、豪雪地帯における快適で魅力ある地域社会の形成に資するため、積雪

期における住民の健康増進及び交流のためのレクリエーション施設等の整備、農業水利施

設の融雪のための利用の促進等が円滑に図られるよう適切な配慮をするものとする。  

（豪雪地帯に適した産業の育成等）  

第十三条の四  国及び地方公共団体は、豪雪地帯に適した産業の育成を図り、雪を資源とし

て活用するための利雪に関する試験研究の体制の整備及び研究開発の成果の普及を促進

するよう適切な配慮をするものとする。  

（総合的な雪情報システムの構築）  

第十三条の五  国及び地方公共団体は、豪雪地帯における住民の生活その他豪雪地帯におけ

る諸活動の安全性及び利便性の向上等に資するため、雪に関連する多様な情報を適切かつ

迅速に提供する総合的な情報システムの構築が促進されるよう適切な配慮をするものと

する。  

（特別豪雪地帯における基幹道路の整備の特例）  

第十四条  特別豪雪地帯における基幹的な市町村道で国土交通大臣が指定するもの（以下「基

幹道路」という。）の改築については、昭和四十七年四月一日から平成二十四年三月三十

一日までの間に限り、道路法 （昭和二十七年法律第百八十号）の規定にかかわらず、基

本計画に基づいて、道府県が行うことができる。  

２  道府県は、前項の規定により市町村道の改築を行なう場合においては、政令で定めると

ころにより、当該市町村道の道路管理者（道路法第十八条第一項 に規定する道路管理者

をいう。）に代わつてその権限を行なうものとする。この場合において、道府県が代わつ

て行なう権限のうち政令で定めるものは、当該道府県を統轄する道府県知事が行なう。  

３  第一項の規定により道府県が行なう基幹道路の改築に係る事業（以下「基幹道路整備事

業」という。）に要する経費については、当該道府県が負担する。  

４  基幹道路整備事業に要する経費に係る国の負担又は補助については、基幹道路を道府県

道とみなす。  
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５  第三項の規定により基幹道路整備事業に要する経費を負担する道府県が後進地域の開発

に関する公共事業に係る国の負担割合の特例に関する法律 （昭和三十六年法律第百十二

号。以下「負担特例法」という。）第二条第一項 に規定する適用団体である場合において

は、基幹道路整備事業（北海道の区域における基幹道路整備事業で当該事業に係る経費に

対する国の負担又は補助の割合（以下「国の負担割合」という。）が北海道の区域以外の

区域における当該事業に相当する事業に係る経費に対する通常の国の負担割合と異なる

ものを除く。）を同条第二項 に規定する開発指定事業とみなして、負担特例法 の規定を

適用する。  

６  北海道の区域における基幹道路整備事業で当該事業に係る経費に対する国の負担割合が

北海道の区域以外の区域における当該事業に相当する事業に係る経費に対する通常の国

の負担割合と異なるものについては、第三項の規定により当該基幹道路整備事業に要する

経費を負担する道府県が負担特例法第二条第一項 に規定する適用団体である場合におい

ては、国は、第一号に掲げる国の負担割合が第二号に掲げる国の負担割合をこえるものに

あつては、第一号に掲げる国の負担割合により算定した額に相当する額を、第一号に掲げ

る国の負担割合が第二号に掲げる国の負担割合をこえないものにあつては、第二号に掲げ

る国の負担割合により算定した額に相当する額を負担し、又は補助するものとする。  

一  北海道の区域以外の区域における当該基幹道路整備事業に相当する事業に係る経費に対

する通常の国の負担割合を北海道の区域における当該基幹道路整備事業に係る経費に対

する国の負担割合として負担特例法第三条第一項 及び第二項 の規定により算定した国

の負担割合  

二  北海道の区域における当該基幹道路整備事業に係る経費に対する国の負担割合  

（特別豪雪地帯における公立の小学校及び中学校等の施設等に対する国の負担割合の特例

等）  

第十五条  地方公共団体が基本計画に基づき特別豪雪地帯において行う次に掲げる新築若し

くは増築（買収その他これに準ずる方法による取得を含む。以下同じ。）又は改築（買収

その他これに準ずる方法による取得を含む。以下同じ。）に要する経費についての国の負

担割合は、当該事業に関する法令の規定にかかわらず、昭和四十七年度から平成四年度ま

での各年度にあつては三分の二（昭和六十年度にあつては十分の六、昭和六十一年度から

平成四年度までの各年度にあつては十分の五・五）とし、平成五年度から平成二十三年度

までの各年度にあつては十分の五・五とする。ただし、他の法令の規定により当該割合を

超える国の負担割合が定められている場合には、この限りでない。  

一  積雪による通学の困難を緩和するための公立の小学校若しくは中学校又は中等教育

学校の前期課程の分校の校舎及び屋内運動場（へき地学校（へき地教育振興法 （昭和

二十九年法律第百四十三号）第二条 に規定するへき地学校をいう。）にあつては当該学

校に設けられる体育、音楽等の学校教育及び社会教育の用に供するための施設を含む。）

の新築若しくは増築又はこれらの施設で構造上危険な状態にあるものの改築  
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二  積雪による通学の困難を緩和するための公立の中等教育学校の前期課程の寄宿舎の

新築若しくは増築又は公立の小学校若しくは中学校若しくは中等教育学校の前期課程 

の寄宿舎で構造上危険な状態にあるものの改築  

２  国は、前項各号に掲げるものに要する経費に充てるため政令で定める交付金を交付す

る場合においては、政令で定めるところにより、当該経費について同項の規定を適用した

とするならば国が負担し、又は補助することとなる割合を参酌して、当該交付金の額を算

定するものとする。  

３  国は、義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律 （昭和三十三年法律第八

十一号）第十二条第一項 の規定により地方公共団体に対して交付金を交付する場合にお

いて、当該地方公共団体が同条第二項 の規定により作成した施設整備計画に記載された

改築等事業（同法第十一条第一項 に規定する「改築等事業」をいう。）として、基本計画

に基づき特別豪雪地帯において行う次に掲げる新築若しくは増築又は建築（買収その他こ

れに準ずる方法による取得を含む。）に係る事業がある場合においては、平成十八年度か

ら平成二十三年度までの各年度において、当該事業に要する経費の十分の五・五を下回ら

ない額の交付金が充当されるように算定するものとする。  

一  積雪による通学の困難を緩和するための公立の小学校又は中学校の寄宿舎の新築

又は増築  

二  公立の小学校若しくは中学校又は中等教育学校の前期課程に勤務する教員又は職

員の積雪による通勤の困難を緩和するための住宅の建築  

（国の負担割合の特例）  

第十六条  前二条に定めるもののほか、基本計画に基づく事業の実施の促進上特に必要があ

るときは、当該事業に要する経費に係る国の負担割合について、別に法律で定めるところ

により、特例を設けることができる。  

 

   附 則  

 この法律は、公布の日から施行する。  

 

   附 則 （昭和四五年一二月二六日法律第一四四号）  

この法律は、公布の日から施行する。  

 

   附 則 （昭和四六年六月七日法律第一〇四号）  

１  この法律は、公布の日から施行する。  

２  改正後の第十四条及び第十五条の規定は、昭和四十七年度分の予算に係る国の負

担金又は補助金から適用し、昭和四十六年度分の予算に係る国の負担金又は補助金で

翌年度以降に繰り越されたものについては、なお従前の例による。  
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   附 則 （昭和四九年六月二六日法律第九八号） 抄  

（施行期日） 

第一条  この法律は、公布の日から施行する。  

 

   附 則 （昭和五三年五月二三日法律第五五号） 抄  

（施行期日等） 

１  この法律は、公布の日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に

定める日から施行する。  

一  第四十九条中精神衛生法第十六条の三第三項及び第四項の改正規定並びに第五十

九条中森林法第七十条の改正規定 公布の日から起算して六月を経過した日  

二  第一条（台風常襲地帯対策審議会に係る部分を除く。）及び第六条から第九条まで

の規定、第十条中奄美群島振興開発特別措置法第七条第一項の改正規定並びに第十

一条、第十二条及び第十四条から第三十二条までの規定 昭和五十四年三月三十一

日までの間において政令で定める日  

 

   附 則 （昭和五七年三月三一日法律第二四号） 抄  

（施行期日） 

１  この法律は、公布の日から施行する。  

 

   附 則 （昭和六〇年五月一八日法律第三七号） 抄  

（施行期日等） 

１  この法律は、公布の日から施行する。  

 

   附 則 （昭和六一年五月八日法律第四六号） 抄  

１  この法律は、公布の日から施行する。  

２  この法律（第十一条、第十二条及び第三十四条の規定を除く。）による改正後の法律の

昭和六十一年度から昭和六十三年度までの各年度の特例に係る規定並びに昭和六十一年

度及び昭和六十二年度の特例に係る規定は、昭和六十一年度から昭和六十三年度までの各

年度（昭和六十一年度及び昭和六十二年度の特例に係るものにあつては、昭和六十一年度

及び昭和六十二年度。以下この項において同じ。）の予算に係る国の負担の（当該国の負

担に係る都道府県又は市町村の負担を含む。以下この項において同じ。）又は補助（昭和

六十年度以前の年度における事務又は事業の実施により昭和六十一年度以降の年度に支

出される国の負担又は補助及び昭和六十年度以前の年度の国庫債務負担行為に基づき昭

和六十一年度以降の年度に支出すべきものとされた国の負担又は補助を除く。）並びに昭

和六十一年度から昭和六十三年度までの各年度における事務又は事業の実施により昭和

六十四年度（昭和六十一年度及び昭和六十二年度の特例に係るものにあつては、昭和六十
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三年度。以下この項において同じ。）以降の年度に支出される国の負担又は補助、昭和六

十一年度から昭和六十三年度までの各年度の国庫債務負担行為に基づき昭和六十四年度

以降の年度に支出すべきものとされる国の負担又は補助及び昭和六十一年度から昭和六

十三年度までの各年度の歳出予算に係る国の負担又は補助で昭和六十四年度以降の年度

に繰り越されるものについて適用し、昭和六十年度以前の年度における事務又は事業の実

施により昭和六十一年度以降の年度に支出される国の負担又は補助、昭和六十年度以前の

年度の国庫債務負担行為に基づき昭和六十一年度以降の年度に支出すべきものとされた

国の負担又は補助及び昭和六十年度以前の年度の歳出予算に係る国の負担又は補助で昭

和六十一年度以降の年度に繰り越されたものについては、なお従前の例による。  

 

   附 則 （平成元年四月一〇日法律第二二号） 抄  

（施行期日等） 

１  この法律は、公布の日から施行する。  

２  この法律（第十一条、第十二条及び第三十四条の規定を除く。）による改正後の法律の

平成元年度及び平成二年度の特例に係る規定並びに平成元年度の特例に係る規定は、平成

元年度及び平成二年度（平成元年度の特例に係るものにあっては、平成元年度。以下この

項において同じ。）の予算に係る国の負担（当該国の負担に係る都道府県又は市町村の負

担を含む。以下この項及び次項において同じ。）又は補助（昭和六十三年度以前の年度に

おける事務又は事業の実施により平成元年度以降の年度に支出される国の負担及び昭和

六十三年度以前の年度の国庫債務負担行為に基づき平成元年度以降の年度に支出すべき

ものとされた国の負担又は補助を除く。）並びに平成元年度及び平成二年度における事務

又は事業の実施により平成三年度（平成元年度の特例に係るものにあっては、平成二年度。

以下この項において同じ。）以降の年度に支出される国の負担、平成元年度及び平成二年

度の国庫債務負担行為に基づき平成三年度以降の年度に支出すべきものとされる国の負

担又は補助並びに平成元年度及び平成二年度の歳出予算に係る国の負担又は補助で平成

三年度以降の年度に繰り越されるものについて適用し、昭和六十三年度以前の年度におけ

る事務又は事業の実施により平成元年度以降の年度に支出される国の負担、昭和六十三年

度以前の年度の国庫債務負担行為に基づき平成元年度以降の年度に支出すべきものとさ

れた国の負担又は補助及び昭和六十三年度以前の年度の歳出予算に係る国の負担又は補

助で平成元年度以降の年度に繰り越されたものについては、なお従前の例による。  

 

   附 則 （平成三年三月三〇日法律第一五号）  

１  この法律は、平成三年四月一日から施行する。  

２  この法律（第十一条及び第十九条の規定を除く。）による改正後の法律の平成三年度及

び平成四年度の特例に係る規定並びに平成三年度の特例に係る規定は、平成三年度及び平

成四年度（平成三年度の特例に係るものにあっては平成三年度とする。以下この項におい
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て同じ。）の予算に係る国の負担（当該国の負担に係る都道府県又は市町村の負担を含む。

以下この項において同じ。）又は補助（平成二年度以前の年度における事務又は事業の実

施により平成三年度以降の年度の支出される国の負担及び平成二年度以前の年度の国庫

債務負担行為に基づき平成三年度以降の年度に支出すべきものとされた国の負担又は補

助を除く。）並びに平成三年度及び平成四年度における事務又は事業の実施により平成五

年度（平成三年度の特例に係るものにあっては平成四年度とする。以下この項において同

じ。）以降の年度に支出される国の負担、平成三年度及び平成四年度の国庫債務負担行為

に基づき平成五年度以降の年度に支出すべきものとされる国の負担又は補助並びに平成

三年度及び平成四年度の歳出予算に係る国の負担又は補助で平成五年度以降の年度に繰

り越されるものについて適用し、平成二年度以前の年度における事務又は事業の実施によ

り平成三年度以降の年度に支出される国の負担、平成二年度以前の年度の国庫債務負担行

為に基づき平成三年度以降の年度に支出すべきものとされた国の負担又は補助及び平成

二年度以前の年度の歳出予算に係る国の負担又は補助で平成三年度以降の年度に繰り越

されたものについては、なお従前の例による。  

 

   附 則 （平成四年三月三一日法律第一三号）  

（施行期日等） 

１  この法律は、平成四年四月一日から施行する。  

２  この法律による改正後の豪雪地帯対策特別措置法第十五条第一項及び第二項の規定中

平成四年度の特例に係る部分は、平成四年度の予算に係る国の負担又は補助（平成三年度

以前の年度における事業の実施により平成四年度以降の年度に支出される国の負担及び

平成三年度以前の年度の国庫債務負担行為に基づき平成四年度以降の年度に支出すべき

ものとされた国の負担又は補助を除く。）並びに平成四年度における事業の実施により平

成五年度以降の年度に支出される国の負担、平成四年度の国庫債務負担行為に基づき平成

五年度以降の年度に支出すべきものとされる国の負担又は補助及び平成四年度の歳出予

算に係る国の負担又は補助で平成五年度以降の年度に繰り越されるものについて適用し、

平成三年度以前の年度における事業の実施により平成四年度以降の年度に支出される国

の負担、平成三年度以前の年度の国庫債務負担行為に基づき平成四年度以降の年度に支出

すべきものとされた国の負担又は補助及び平成三年度以前の年度の歳出予算に係る国の

負担又は補助で平成四年度以降の年度に繰り越されたものについては、なお従前の例によ

る。  

 

   附 則 （平成五年三月三一日法律第八号） 抄  

（施行期日等） 

１  この法律は、平成五年四月一日から施行する。  

２  この法律（第十一条及び第二十条の規定を除く。）による改正後の法律の規定は、平成
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五年度以降の年度の予算に係る国の負担（当該国の負担に係る都道府県又は市町村の負担

を 含む。以下この項において同じ。）又は補助（平成四年度以前の年度における事務又

は事業の実施により平成五年度以降の年度に支出される国の負担及び平成四年度以前の

年度の国庫債務負担行為に基づき平成五年度以降の年度に支出すべきものとされた国の

負担又は補助を除く。）について適用し、平成四年度以前の年度における事務又は事業の

実施により平成五年度以降の年度に支出される国の負担、平成四年度以前の年度の国庫債

務負担行為に基づき平成五年度以降の年度に支出すべきものとされた国の負担又は補助

及び平成四年度以前の年度の歳出予算に係る国の負担又は補助で平成五年度以降の年度

に繰り越されたものについては、なお従前の例による。  

 

   附 則 （平成一〇年六月一二日法律第一〇一号） 抄  

（施行期日） 

第一条  この法律は、平成十一年四月一日から施行する。  

 

   附 則 （平成一一年七月一六日法律第一〇二号） 抄  

（施行期日） 

第一条  この法律は、内閣法の一部を改正する法律（平成十一年法律第八十八号）の施行の

日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行する。  

二  附則第十条第一項及び第五項、第十四条第三項、第二十三条、第二十八条並びに第

三十条の規定 公布の日  

（職員の身分引継ぎ） 

第三条  この法律の施行の際現に従前の総理府、法務省、外務省、大蔵省、文部省、厚生省、

農林水産省、通商産業省、運輸省、郵政省、労働省、建設省又は自治省（以下この条にお

いて「従前の府省」という。）の職員（国家行政組織法（昭和二十三年法律第百二十号）

第八条の審議会等の会長又は委員長及び委員、中央防災会議の委員、日本工業標準調査会

の会長及び委員並びに これらに類する者として政令で定めるものを除く。）である者は、

別に辞令を発せられない限り、同一の勤務条件をもって、この法律の施行後の内閣府、総

務省、法務省、外務省、財務省、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国

土交通省若しくは環境省（以下この条において「新府省」という。）又はこれに置かれる

部局若しくは機関のうち、この法律の施行の際現に当該職員が属する従前の府省又はこれ

に置かれる部局若しくは機関の相当の新府省又はこれに置かれる部局若しくは機関とし

て政令で定めるものの相当の職員となるものとする。  

（別に定める経過措置） 

第三十条  第二条から前条までに規定するもののほか、この法律の施行に伴い必要となる経

過措置は、別に法律で定める。  
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   附 則 （平成一一年一二月二二日法律第一六〇号） 抄  

（施行期日） 

第一条  この法律（第二条及び第三条を除く。）は、平成十三年一月六日から施行する。  

 

   附 則 （平成一四年二月八日法律第一号） 抄  

（施行期日） 

第一条  この法律は、公布の日から施行する。  

 

   附 則 （平成一四年三月三一日法律第一二号） 抄  

（施行期日） 

１  この法律は、公布の日から施行する。  

 

   附 則 （平成一八年三月三一日法律第一八号） 抄  

（施行期日） 

第一条  この法律は、平成十八年四月一日から施行する。  

（義務教育諸学校施設費国庫負担法等の一部改正等に伴う経過措置） 

第三条  第三条から第十四条まで及び附則第五条から第七条までの規定による改正後の次に

掲げる法律の規定は、平成十八年度以降の年度の予算に係る国の負担若しくは補助（平成

十七年度以前の年度における事務又は事業の実施により平成十八年度以降の年度に支出

される国の負担又は補助（第十五条第一号の規定による廃止前の公立養護学校整備特別措

置法第二条第一項及び第三条第一項並びに附則第四項並びに第十五条第二号の規定によ

る廃止前の公立高等学校危険建物改築促進臨時措置法第三条第一項の規定に基づく国の

負担又は補助を含む。以下この条において同じ。）及び平成十七年度以前の年度の国庫債

務負担行為に基づき平成十八年度以降の年度に支出すべきものとされた国の負担又は補

助を除く。）又は交付金の交付について適用し、平成十七年度以前の年度における事務又

は事業の実施により平成十八年度以降の年度に支出される国の負担又は補助、平成十七年

度以前の年度の国庫債務負担行為に基づき平成十八年度以降の年度に支出すべきものと

された国の負担又は補助及び平成十七年度以前の年度の歳出予算に係る国の負担又は補

助で平成十八年度以降の年度に繰り越されたものについては、なお従前の例による。  

一  義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律  

二  産業教育振興法  

三  学校給食法  

四  夜間課程を置く高等学校における学校給食に関する法律  

五  スポーツ振興法  

六  へき地教育振興法  

七  離島振興法  
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八  豪雪地帯対策特別措置法  

九  過疎地域自立促進特別措置法  

十  成田国際空港周辺整備のための国の財政上の特別措置に関する法律  

十一  公害の防止に関する事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律  

十二  原子力発電施設等立地地域の振興に関する特別措置法  

十三  奄美群島振興開発特別措置法（昭和二十九年法律第百八十九号）  

十四  水源地域対策特別措置法（昭和四十八年法律第百十八号）  

十五  沖縄振興特別措置法（平成十四年法律第十四号）  

 

   附 則 （平成二三年八月三〇日法律第一〇五号） 抄  

（施行期日） 

第一条  この法律は、公布の日から施行する。  

（罰則に関する経過措置） 

第八十一条  この法律（附則第一条各号に掲げる規定にあっては、当該規定。以下この条に

おいて同じ。）の施行前にした行為及びこの附則の規定によりなお従前の例によることと

される場合におけるこの法律の施行後にした行為に対する罰則の適用については、なお従

前の例による。  

（政令への委任） 

第八十二条  この附則に規定するもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措置（罰則

に関する経過措置を含む。）は、政令で定める。  
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豪雪地帯対策特別措置法の仕組み

(目的)

積雪の度が特にはなはだしいため､産業の発展が停滞的で､かつ､住民の生活水準の向上が阻害されている地域につ

いて､雪害の防除その他産業等の基礎条件の改善に関する総合的な対策を樹立し､その実施を推進することにより､当該

地域における産業の振興と民生の安定向上に寄与すること(第 条)1

※ 大臣は国土交通大臣､総務大臣及び農林水産3
大臣を指す

(地域指定･計画の策定)

大臣 国土審議会3
意見

豪雪地帯の指定(第 条) 特別豪雪地帯指定基準の議決2
(第 条)2

議決

特別豪雪地帯指定基準の策定

(第 条) 諮問2
豪雪地帯に関する重要事項の調

公 答申･意見 査審議(第 条)5
示 特別豪雪地帯の指定(第 条)2

意見

豪雪地帯対策基本計画の決定･

変更(第 条)3
閣議決定 通知 道府県知事 関

意 係

協議 意見 提出 道府県豪雪地帯対策基本計画の 見 市

通知 策定(第 条) 町6
尊重 村

関係行政機関の長 政府 長

(計画に基づく事業の実施)

国 地方公共団体

財政上の措置(第 条) 工事の早期着手への配慮(第 条)11 13
地方債への配慮(第 条の ) 克雪住宅の普及促進(第 条の )11 2 13 2
資金の確保等(第 条の ) 豪雪地帯に適した産業の育成等(第 条の )11 3 13 4
快適で魅力ある地域社会の形成 総合的な雪情報システムの構築(第 条の )13 5

(第 条の )13 3

国土交通大臣 関係行政機関の長 大臣 助言･調査3
(第 条の )12 2

事業計画の 事業計画の 協力(第 条) 関係事業者12
調整(第 条) 提出 作成(第 条)10 10

協力(第 条)7
住民

(特別豪雪地帯に対する特例規定)

国土交通大臣が指定する基幹的市町村道の道 公立小･中学校等の分校の校舎等の補助率のかさ

府県代行制度(第 条) 上げ(第 条)14 15
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中  防  災  第 ２２ 号  

平成２２年１２月１３日  

各指定行政機関の長 

各指定公共機関の代表  殿 

 

                   中央防災会議会長 

                                     （内閣総理大臣） 

 菅  直 人 

 

 

降積雪期における防災態勢の強化について 

 

 

 貴殿におかれては、日頃から各般の施策を通じて災害対策の推進に尽力されて

いるところであるが、依然として毎年犠牲者が発生している状況にある。 

 過去の１０年間の自然災害による犠牲者をみると、雪害による犠牲者は４３９

人にものぼり、風水害に続く第二の自然災害となっている。また、昨冬において

も５６人の死者、７２９人の重軽傷者が発生している。 

 本格的な降積雪期を迎えるに当たり、人命の保護を第一義とし、下記の点に留

意して防災態勢の一層の強化を図られたい。 

 その際、近年の要因をみると屋根の雪下ろし等除雪作業中の死者が多く、また、

６５歳以上の高齢者の占める割合が高いことから、高齢者を念頭に置いた克雪体

制の整備など、被災者の目線に立ち、「何ができていれば犠牲が避けられたのか」

という視点からきめ細やかな取組の充実を図られたい。 

 なお、貴管下関係機関に対する指導方よろしくお願いする。 

 

記 

 

１．気象等に関する情報の収集・伝達の徹底 

２．除雪作業中の事故防止対策の徹底（高齢者が無理をすることなく除雪できる

体制の整備、地元のニーズをより一層踏まえた除雪等の支援、克雪住宅の整備

促進等） 

３．除雪作業中の事故防止に向けた住民に対する普及啓発、注意喚起 

４．道路等における雪崩防止施設等の巡視・点検の実施の徹底 

５．災害時要援護者及びその関連施設に対する平常時、緊急時の適切な情報提供、

警戒避難体制等の防災体制の整備 
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今冬期の大雪等への対応について

 

平成２３年１月２１日 

今冬期の大雪等への対策に関する 

関係省庁連絡会議申合せ 

 

１．今冬期においては、年末年始にかけて西日本の日本海側で記録的な大雪

になるなど、大雪等により各地で被害が生じているところであり、国民の

安全・安心への要請に応えるため、政府として一丸となって総合的かつ積

極的な対策を推進する。 

 

２．こうした中で、これまでに、以下の対策（詳細別紙）を実施してきたと

ころであるが、更なるその徹底を図る。 

 
○ ライフラインの確保 

 ・  除雪等の適切な道路管理 

・  通信・電気・ガスの確保への要請 

 ・  自衛隊の災害派遣  など 

○ 農林漁業者支援 

 ・  漁船等被害への対応 

・  被災農林漁業者の経営安定のための金融措置 

 ・  ハウス栽培における大雪被害への対応  など 

○ 災害発生時の備え 

 ・  防災気象情報の発表・解説 

・  災害即応体制の強化 

・  関係機関への雪害対策強化等についての通知発出  など 

 

３．加えて、必要に応じ次のような対策を今後実施する。 

 
○ 地方公共団体の講ずる措置への支援 

 ・  道路に係る除雪費用の追加配分等の検討 

・  豪雪被害に係る特別交付税措置 

・  公共土木施設等の災害復旧に要する経費の負担（補助）など 

○ 被災者支援 

 ・  金融上の措置の要請 など 

○ 普及啓発 

 ・  雪に対する減災の知恵をとりまとめ、内閣府の雪害対策のホームページにおいて

普及啓発 など 

 

４．今後とも、大雪等への警戒を継続し、適宜、フォローアップを行うとと

もに、必要に応じ会議を開催する。 

資料４ 
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今
冬

期
の

大
雪

等
に
よ
る
被
害
に
対
す
る
こ
れ

ま
で
の

対
応

（
１
月

２
１
日

）
（
別
 
 
紙
）

対
策
事
項
名

担
当
府
省
庁
名

実
施
時
期

対
応
状
況
及
び
対
応
方
針

１
　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確

保

　
　
　
○

除
雪

等
の

適
切

な
道
路
管
理

国
土

交
通

省
1
月

4
日

福
島

県
内
の
国
道
４
９
号
及
び
鳥
取
県
内
の
国
道
９
号
に
お
い
て
、
大
型
車
両

が
走
行
不
能
と
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
長
時
間
に
わ
た
り
多
数
の
車
両

が
道
路
上
に
滞
留
す
る
状
況
が
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
直
轄
国
道
を
管
理
し

て
い
る
地

方
整

備
局

等
に
対

し
、
異

常
な
降

雪
時

に
お
い
て
適

切
な
対

応
に
努

め
る
よ
う
通
知
を
発
出
。

　
　
　
○
輸
送
の
安
全
の
確
保

国
土
交
通
省

1
2
月
2
2
日

関
係
団
体
に
対
し
て
、
本
格
的
な
降
積
雪
期
を
迎
え
る
中
、
輸
送
の
安
全
確
保

に
遺

漏
の

な
い
よ
う
安

全
確

保
の

徹
底

に
つ
い
て
周

知
徹

底
を
行

い
、
事

故
の

防
止
に
努
め
る
よ
う
通
知
を
発
出
。

1
月

1
2
日

福
島

県
内

の
国

道
４
９
号

及
び
鳥

取
県

内
の

国
道

９
号

に
お
い
て
、
多

数
の

走
行
不
能
車
両
が
発
生
し
、
長
時
間
に
渡
り
道
路
交
通
が
停
滞
す
る
状
況
が
発
生

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
関
係
団
体
に
対
し
て
、
異
常
気
象
時
に
お
け
る
所
要
の
措

置
の
実
施
に
努
め
る
よ
う
通
知
を
発
出
。

　
　
　
○
通
信
・
電
気
・
ガ
ス
の
確
保
等
の
要
請

総
務
省

1
2
月
2
0
日

中
央
非
常
通
信
協
議
会
構
成
員
及
び
地
方
非
常
通
信
協
議
会
に
対
し
て
、
降
積

雪
期

に
お
け
る
通

信
の

円
滑

な
実

施
体

制
の

確
保

に
つ
い
て
依

頼
。

1
2
月
2
1
日

電
気
通
信
事
業
者
及
び
事
業
者
団
体
に
対
し
て
、
電
気
通
信
設
備
の
降
積
雪
期

に
お
け
る
防

災
態

勢
の

強
化

を
要

請
。

経
済

産
業

省
（
原

子
力

安
全

・
保

安
院

）

1
2
月
2
1
日

中
央
防
災
会
議
会
長
か
ら
の
通
知
を
踏
ま
え
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
（
電
気
、
都
市
ガ

ス
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
）
の
事
業
者
、
団
体
等
関
係
機
関
に
対
し
、
降
積
雪
期
に

お
け
る
防
災
態
勢
強
化
を
要
請
す
る
通
知
を
送
付
。

1
2
月

3
1
日

～
年

末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、
東
北
電
力
株
式
会
社
管
内
及
び
中
国
電
力
株
式
会

社
管
内
で
発
生
し
た
停
電
に
際
し
、
停
電
・
復
旧
状
況
に
つ
い
て
把
握
す
る
と
と

も
に
、
上

記
の

要
請

を
踏

ま
え
停

電
の

早
期

復
旧

を
両

事
業

者
に
要

請
。
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○
道
路
管
理
を
担
う
機
関
へ
の
支
援

文
部
科
学
省

1
2
月
～

新
潟
県
、
新
潟
市
、
上
越
市
、
国
土
交
通
省
新
潟
国
道
事
務
所
な
ど
の
道
路
管

理
を
担
う
機
関
に
対
し
て
、
独
立
行
政
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究
所
が
開
発
し

た
「
雪

氷
災

害
発

生
予

測
シ
ス
テ
ム
」
の

視
程

障
害

予
測

情
報

を
試

験
的

に
提

供
。

　
　
　
○
自
衛
隊
の
災
害
派
遣

防
衛
省

1
2
月
2
6
日

福
島
県
耶
麻
郡
西
会
津
町
に
お
け
る
除
雪
支
援
に
係
る
災
害
派
遣

１
．
期

間
：
１
日

間
　
　
１
２
月

２
６
日

１
６
時

０
０
分

　
福

島
県

知
事

か
ら
第

６
特

科
連

隊
長

（
郡

山
）
に

対
し
災
害
派
遣
要
請

　
　
１
２
月

２
６
日

２
２
時

４
０
分

　
撤

収
要

請
２
．
活
動
内
容
：
除
雪
支
援

３
．
派

遣
部

隊
：
第

６
特

科
連

隊
（
郡

山
）
、
第

６
後

方
支

援
連

隊
（
神

町
）

４
．
派

遣
規

模
（
延

べ
数

）
：
人

員
約

１
４
０
名

、
車

両
約

３
０
両

1
月

1
日

～
2
日

鳥
取

県
大
山
町
に
お
け
る
除
雪
支
援
に
係
る
災
害
派
遣

１
．
期

間
：
２
日

間
　
　
１
月

１
日

０
３
時

０
０
分

　
鳥

取
県

知
事

か
ら
第

８
普

通
科

連
隊

長
（
米

子
）
に

対
し
災
害
派
遣
要
請

　
　
１
月

２
日

１
２
時

５
３
分

　
撤

収
要

請
２
．
活
動
内
容
：
①
除
雪
支
援
、
②
給
油
支
援
、
③
輸
送
支
援

３
．
派

遣
部

隊
：
第

８
普

通
科

連
隊

（
米

子
）

４
．
派

遣
規

模
（
延

べ
数

）
：
人

員
約

１
１
０
名

、
車

両
約

３
０
両

島
根

県
松
江
市
美
保
関
町
に
お
け
る
除
雪
支
援
に
係
る
災
害
派
遣

１
．
期

間
：
２
日

間
　
　
１
月

１
日

１
４
時

５
０
分

　
島

根
県

知
事

か
ら
第

１
３
偵

察
隊

長
（
出

雲
）
に
対

し
係
る
災
害
派
遣
要
請

　
　
１
月

２
日

２
２
時

１
８
分

　
撤

収
要

請
２
．
活
動
内
容
：
除
雪
支
援

３
．
派

遣
部

隊
：
第

１
３
偵

察
隊

（
出

雲
）
、
第

３
０
４
施

設
隊

（
出

雲
）

４
．
派

遣
規

模
（
延

べ
数

）
：
人

員
約

９
０
名

、
車

両
約

６
０
両

２
　
農

林
漁

業
者

支
援

　
　
　
○
漁
船
等
被
害
へ
の
対
応

水
産
庁

1
月
4
日

関
係
金
融
機
関
等
に
対
し
て
被
災
漁
業
者
に
対
す
る
既
貸
付
金
の
償
還
猶
予

及
び
円

滑
な
資

金
融

通
に
つ
い
て
文

書
に
よ
り
通

知
。

（
鳥
取
、
島
根
県
の
大
雪
被
害
）
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1
月
1
2
日

関
係
金
融
機
関
等
に
対
し
て
被
災
漁
業
者
に
対
す
る
既
貸
付
金
の
償
還
猶
予

及
び
円

滑
な
資

金
融

通
に
つ
い
て
文

書
に
よ
り
通

知
。

（
青
森
、
岩
手
、
宮
城
県
の
暴
風
・
高
波
被
害
）

1
月

4
日

鳥
取

県
及
び
島
根
県
の
大
雪
被
害
に
つ
い
て
、
漁
船
保
険
団
体
に
対
し
、
漁
船

被
害
の
早
急
な
把
握
と
迅
速
な
損
害
評
価
の
実
施
及
び
保
険
金
の
早
期
支
払

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
文
書
に
よ
り
通
知
。

1
月
1
2
日

青
森
県
及
び
岩
手
県
の
暴
風
・
高
波
被
害
に
つ
い
て
、
漁
船
保
険
団
体
及
び
漁

業
共
済
団
体
に
対
し
、
漁
業
被
害
の
早
急
な
把
握
と
迅
速
な
損
害
評
価
の
実
施

及
び
保
険
金
・
共
済
金
の
早
期
支
払
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
文
書
に
よ
り
通

知
。

　 沿
岸

漁
業

改
善

資
金

に
お
い
て
は

、
沿

岸
漁

業
従

事
者

等
が

経
営

や
操

業
状

態
の
改
善
の
た
め
の
推
進
機
関
（
エ
ン
ジ
ン
）
、
航
海
機
器
及
び
漁
労
機
器
（
魚

群
探

知
機
等
）
等
の
導
入
に
対
し
て
県
が
無
利
子
貸
付
け
を
実
施
し
て
お
り
、
経

営
再
建
等
に
向
け
て
当
該
資
金
を
活
用
す
る
こ
と
も
可
能
。

1
月
5
日

鳥
取
県
及
び
島
根
県
に
対
し
、
今
後
は
大
雪
の
際
、
漁
業
者
へ
の
注
意
喚
起
を

行
う
等
、
再
発
防
止
に
努
め
る
よ
う
指
導
。

海
上

保
安

庁
1
月

3
日

～
航

空
機

等
に
よ
り
被

害
状

況
調

査
を
実

施
。

巡
視

船
艇

等
に
よ
り
転

覆
漁

船
等

か
ら
の

流
出

油
防

除
作

業
を
実

施
。

転
覆

漁
船

等
の

引
き
揚

げ
作

業
に
係

る
油

防
除

指
導

等
を
実

施
。

　
　
　
○
漁
港
施
設
等
に
か
か
る
災
害
復
旧
事
業
の
支
援

水
産
庁

1
月
1
1
日

岩
手
県
に
対
し
、
漁
港
施
設
等
に
か
か
る
災
害
復
旧
事
業
の
速
や
か
な
実
施
の

た
め
の

指
導

・
助

言
を
実

施
。

　
　
　
○

被
災

農
林

漁
業

者
の

経
営

安
定

の
た
め
の

金
融

措
置

農
林

水
産

省
1
月

5
日

（
株

）
日

本
政

策
金

融
公

庫
に
お
い
て
相

談
窓

口
を
設

置
。

　
　
　
○

ハ
ウ
ス
栽

培
に
お
け
る
大

雪
被

害
へ

の
対

応
農

林
水

産
省

1
1
月

1
9
日

パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
な
ど
の

園
芸

用
施

設
に
つ
い
て
、
降

雪
へ

の
事

前
の

対
応

や
積

雪
後
の
被
害
防
止
の
た
め
適
切
な
対
応
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
各
都
道
府
県
等
に

対
し
、
「
園

芸
用

施
設

に
お
け
る
降

雪
・
積

雪
対

策
に
つ
い
て
」
を
通

知
。

1
月

1
9
日

担
当

官
を
島

根
県

、
鳥

取
県

に
派

遣
し
、
現

地
の

被
害

状
況

等
を
調

査
。
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○
林
野
関
係
被
害
に
係
る
緊
急
調
査
と
応
急
対
応

林
野
庁

1
月
4
日
、
1
月
1
8

日
～

1
月

1
9
日

都
道
府
県
、
森
林
管
理
局
に
対
し
、
大
雪
に
よ
る
林
野
関
係
被
害
に
対
す
る
迅

速
な
被

害
報

告
及

び
適

切
な
応

急
対

応
を
文

書
に
よ
り
通

知
。

３
　
災

害
発

生
時

の
備

え

　
　
　
○
防
災
気
象
情
報
の
発
表
・
解
説

気
象
庁

随
時

気
象
警
報
・
注
意
報
を
は
じ
め
と
す
る
防
災
気
象
情
報
を
適
時
・
的
確
に
発
表
す

る
と
と
も
に
、
気
象
台
か
ら
都
道
府
県
等
の
地
元
の
防
災
関
係
機
関
に
対
し
て
気

象
状

況
の

解
説

等
を
適

宜
実

施
。

　
　
　
○

災
害

即
応

体
制

の
強
化

内
閣

府
1
2
月

2
3
日

～
年

末
年
始
は
、
東
北
、
山
陰
地
方
に
お
け
る
雪
害
の
状
況
を
受
け
、
情
報
連
絡

体
制

を
強

化
し
た
と
こ
ろ
。
引

き
続

き
、
被

害
状

況
や

関
係

省
庁

の
対

応
状

況
を

確
認
し
て
と
り
ま
と
め
る
な
ど
、
内
閣
府
情
報
連
絡
室
を
設
置
し
て
災
害
へ
の
即

応
体

制
を
強

化
。

　
　
　
○

地
方

公
共

団
体

と
の

連
絡

体
制

の
強

化
各

省
庁

各
施

策
の

実
施

に
当

た
り
、
緊

密
な
連

携
を
確

保
。

　
　
　
○
降
積
雪
期
の
対
応
に
係
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
の
開
催

内
閣
府

1
2
月
2
0
日

「
降
積
雪
期
の
対
応
に
係
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」
を
開
催
し
、
中
央
防
災

会
議

会
長
通
知
（
平
成
2
2
年
1
2
月
1
3
日
付
）
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
関
係
省
庁
間
の

情
報

連
絡

体
制

の
強

化
、
災

害
へ

の
即

応
体

制
を
整

備
。

　
　
　
○

関
係

機
関

へ
の

雪
害

対
策

強
化

等
に
つ
い
て
の

通
知

発
出

等
内

閣
府

消
防

庁
1
2
月
1
3
日

指
定
行
政
機
関
の
長
、
指
定
公
共
機
関
の
代
表
者
及
び
関
係
道
府
県
防
災
会

議
会

長
に
対

し
て
、
「
降

積
雪

期
に
お
け
る
防

災
態

勢
の

強
化

に
つ
い
て
」
の

通
知
を
発
出
し
、
気
象
等
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
伝
達
の
徹
底
、
除
雪
作
業
中
の

事
故

防
止

対
策

の
徹

底
等

を
要

請
。

消
防

庁
1
月

1
4
日

都
道

府
県
に
対
し
て
、
1
月
1
5
日
か
ら
1
7
日
に
か
け
て
の
大
雪
に
対
し
て
万
全
の

対
策
を
と
る
よ
う
事
務
連
絡
を
発
出
。

豪
雪

時
の

救
急

活
動

上
の

工
夫

・
配

慮
事

項
に
つ
い
て
調

査
し
、
都

道
府

県
に

対
し
て
情
報
提
供
（
事
務
連
絡
）
。

文
部

科
学

省
1
2
月

1
7
日

中
央

防
災
会
議
会
長
(内

閣
総
理
大
臣
)か

ら
の
通
知
を
踏
ま
え
、
各
都
道
府
県

教
育

委
員
会
等
関
係
機
関
に
対
し
「
降
積
雪
期
に
お
け
る
防
災
態
勢
の
強
化
に

つ
い
て
」
の

通
知

を
発

出
。
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1
2
月
2
4
日
、
2
8

日
、
1
月
1
4
日

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
対
し
、
警
戒
避
難
体
制
等
防
災
体
制
の
整
備
と
、

児
童
生
徒
等
の
安
全
対
策
及
び
施
設
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
よ
う
要
請
。

厚
生

労
働

省
1
2
月

2
1
日

中
央

防
災

会
議

会
長

（
内

閣
総

理
大

臣
）
か

ら
の

通
知

を
踏

ま
え
、
省

内
各

部
局

及
び
都
道
府
県
災
害
救
助
事
務
担
当
者
に
対
し
、
「
降
積
雪
期
に
お
け
る
防
災

態
勢

の
強

化
に
つ
い
て
」
を
通

知
。

農
林

水
産

省
1
2
月

1
7
日

中
央

防
災
会
議
会
長
か
ら
の
通
知
を
踏
ま
え
、
省
内
各
局
庁
及
び
地
方
支
分
部

局
に
対

し
、
降

積
雪

期
に
お
け
る
防

災
態

勢
の

強
化

に
つ
い
て
文

書
に
よ
り
通

知
。

国
土
交
通
省

1
2
月
2
2
日

国
土
交
通
省
地
方
支
分
部
局
、
地
方
公
共
団
体
及
び
関
係
事
業
者
等
に
対
し
て

降
積
雪
期
に
お
け
る
防
災
態
勢
の
強
化
に
関
す
る
通
知
を
送
付
。

　
　
　
○
事
故
防
止
等
雪
害
に
関
す
る
適
切
な
対
応

警
察
庁

1
2
月
2
1
日

各
都
道
府
県
警
察
に
対
し
、
除
排
雪
作
業
に
伴
う
事
故
防
止
に
関
す
る
広
報
啓

発
活

動
、
必
要
な
交
通
規
制
そ
の
他
の
交
通
管
理
対
策
の
実
施
、
大
規
模
な
雪

害
事

案
に
対

す
る
的

確
な
対

応
に
つ
い
て
指

示
。

　
　
　
○
雪
害
に
よ
る
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め

消
防
庁

今
冬

適
宜
雪
害
に
よ
る
人
的
被
害
等
に
関
す
る
情
報
収
集
及
び
と
り
ま
と
め
を
実
施
。
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（大雪等及び新燃岳噴火に関する関係閣僚会議決定） 

 
 

平成 23 年 2 月 1 日 
 
 

今冬期の大雪等への対応について 
 
 

 
 
 

１ 今後の降雪に対しても、災害即応体制を強化し、

道路・ライフラインの確保や雪下ろし時の転落事故

防止のための普及啓発など、万全を期すること 

 

２ 農林水産業をはじめとする各種被害及び除雪費

用への対応など、政府として、スピード感を持って、

しっかりとした支援を行うこと 

 

３ 国と地方が一体となって、引き続き大雪等への警

戒を怠らないこと 
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

59



克
雪
住
宅
の
普
及
促
進

○
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
を
活
用
し
た
雪
に
強
い
居
住
環
境
の
形
成
促
進

【
富
山
県
南
砺
市
】

【
新
潟
県
（
十
日
町
市
・
南
魚
沼
市
）
】

【
島
根
県
飯
南
町
】

融
雪

式
住

宅
落

雪
式

住
宅

復
旧

支
援

既
存

住
宅
へ
の
屋
根
融
雪
装
置
の

設
置

に
対
す
る
助
成
。

フ
ッ
素
加
工
の
屋
根
に
あ
わ
せ
て

高
床
式
化
し
た
自
然
落
雪
構
造
の

住
宅
の
新
築
に
対
す
る
助
成
。

雪
害
に
あ
っ
た
住
宅
復
旧
に

対
す
る
支
援
。

•
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
よ
り
、
地
域
の
住
宅
政
策
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
雪
に
強
い
居
住
環
境

の
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
。

活
用
事
例
（

従
前

の
地

域
住

宅
交

付
金

に
よ

る
も

の
）

地
方
公
共
団
体
が
、
克
雪
住

宅
を
整
備
す
る
住
宅
所
有
者
等
に
対
し
て
整
備
費
の
一
部
を
助
成
す
る
場
合
に
、
交
付
金
を
活
用
す

る
こ
と
が
可
能
。

注
)

平
成
２
１
年
度
以
前
は

、
地
域
住
宅
交
付
金
に
よ
り
同
様
の
支
援
を
実
施
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空き家再生等推進事業について 

 

○目的 

 不良住宅、空き家住宅又は空き建築物の集積が居住環境を阻害し、又は地域活性化を阻害している一

因となっている産炭等地域又は過疎地域（過疎地域自立促進特別措置法（平成 12 年法律第 15 号）第 2

条に規定する過疎地域をいい、平成 16 年度までの間に限り、同法附則第 5 条に規定する特定市町村を含

むものとする。）において、居住環境の整備改善及び地域の活性化に資する。 

 

○根拠 

 小規模住宅地区等改良事業制度要綱（平成 9 年住宅局長通知） 

 

○対象地域 

 過疎地域又は旧産炭地域等であるが、平成 25 年度までは以下のとおり 

 ・除却に関する事業：過疎地域、旧産炭地域等及び過去 5 年間（Ｈ17 国勢調査）において人口の減少

が認められる市町村※ 

  ※市町村合併以前の旧市町村の区域を含む 

 ・活用に関する事業：全国 

 

○補助対象 

 地方公共団体が行う次の事業 

 ・不良住宅又は空き家住宅の除却 

 ・除却を行う者に対する経費補助（地方公共団体の民間に対する補助） 

 ・空き家住宅又は空き建築物の活用 

 ・活用を行う者に対する経費補助※（地方公共団体の民間に対する補助） 

 ・所有者の特定 

 

○国費負担率：１／２（※については工事費等の１／３を上限とする）
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・空き家再生等推進事業のススメ 

・空き家再生等推進事業の概要 

・空き家再生等推進事業の活用事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不良住宅や空き家の除却が可能です 

空き家・空き建築物の活用が可能です 

除却前

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/torikumi/sumikae/akiyasaisei.pdf 

【古民家→体験型宿泊施設】概要はこちら  

【除却後】ポケットパークとして活用 

【長屋住宅→交流・展示・観光施設】概要はこちら 

除却後 

【除却後、ポケットパークを整備】概要はこちら 
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http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/torikumi/sumikae/akiya.pdf/akiyasusume.pdf
http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/torikumi/sumikae/akiya.pdf/akiyagaiyou.pdf
http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/torikumi/sumikae/akiya.pdf/akiyakatuyoujirei.pdf
http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/torikumi/sumikae/akiya.pdf/akiyahidasijirei.pdf
http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/torikumi/sumikae/akiya.pdf/akiyasyoubarajirei.pdf
http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/torikumi/sumikae/akiya.pdf/akiyajokyakujirei.pdf
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顕
著

な
災

害
を

起
こ

し
た

自
然

現
象

に
対

す
る

 

命
名

の
考

え
方

及
び

名
称

の
付

け
方

 

                        

豪
雪

 

命
名
の
考
え
方
 

1
．
１
０
年
か
ら
数
十
年
に
一
度
の
豪
雪
（
降
雪
・
積
雪
）
と
な
っ
た
場
合
 

2
．
被
害
が
顕
著
と
な
っ
た
場
合
 

3
．
上
記

1
．
及
び

2
．
の
状
況
を
検
討
し
て
、
命
名
す
る
 

名
称
の
付
け
方
 

 
原
則
と
し
て
冬
期
間
全
体
を
通
し
た
命
名
と
す
る
（
必
要
で
あ
れ
ば
月
を
限
定
す
る
こ
と
及
び
地

域
名
を
伏
し
た
名
前
と
す
る
こ
と
）
 

豪
雨

 

命
名
の
考
え
方
 

1
．
顕
著
な
被
害
（
損
壊
家
屋
等

1
,
0
0
0
棟
程
度
以
上
、
浸
水
家
屋

1
0
,
0
0
0
棟
程
度
以
上
な
ど
）
が

起
き
た
場
合
 

名
称
の
付
け
方
 

 
豪
雨
災
害
の
場
合
は
被
害
が
広
域

に
わ
た
る
場
合
が
多
い
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
画
一
的
に
名
称
の
付

け
方
を
定
め
る
こ
と
が
難
し
い

こ
と
か
ら
、
被
害
の
広
が
り
等
に

応
じ
て
そ
の
都
度
適
切
に
判
断

し
て
い
る
 

地
震

 

命
名
の
考
え
方
 

1
．
地
震
の
規
模
が
大
き
い
場
合
 

 
 
 
－
陸
域
：
Ｍ

7
.
0
以
上
(
深
さ

1
0
0
k
m
以
浅
)
か
つ
最
大
震
度
５

弱
以
上
 

 
 
 
－
海
域
：
Ｍ
7
.
5
以
上
(
深
さ

1
0
0
k
m
以
浅
)
、
か
つ
、
最
大
震

度
５
弱
以
上
ま
た
は
津
波
２
ｍ
以
上
 

2
．
顕
著
な
被
害
(
全
壊

1
0
0
棟
程
度
以
上
な
ど
)
が
起
き
た
場
合
 

3
．
群
発
地
震
で
被
害
が
大
き
か
っ
た
場
合
等
 

名
称
の
付
け
方
 

 
原
則
と
し
て
、
「
元
号
（
西
暦
年
）
＋
地
震
情
報
に
用
い
る
地
域

名
＋
地
震
」
 

参
考

 
参

考
 

平
成

18
年

3
月

20
日

 
第
７
回
気
象
分
科
会
資
料
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農林漁業セーフティネット資金の概要

【一時的影響に緊急的に対応するために必要な運転資金の借入れ】

自然災害や、社会的・経済的環境変化等により、農林漁業経営の維持安

定が困難な農林漁業者に対し、一時的影響に緊急的に対応するために必要

な長期運転資金を日本政策金融公庫が融資します。

① 認定農業者(※)

② 主業農林漁業者（農林漁業所得が総所得の過半（法人にあっては総売上高

の過半）を占めるもの又は粗収益が200万円以上(法人にあっては1,000万円

以上)であるもの）

③ 認定就農者

④ 集落営農組織

（※）認定農業者とは、農業経営基盤強化促進法に規定する農業経営改善計画を作成して

市町村長の認定を受けた者をいいます。

（１）資金の使途

① 台風、冷害、干ばつ、地震等の自然災害

② 法令に基づく行政処分(ＢＳＥ、鳥インフルエンザ等による殺処分、移動

制限等)

③ 原料・資材供給等の国際環境の変化(原油高騰や家畜飼料等の高騰による

一時的な経営の悪化等)

④ 食の安全・安心への関心を背景とする風評被害(ＢＳＥ、鳥インフルエン

ザ、Ｏ－１５７、ダイオキシン汚染等による価格下落、売上減少等)

⑤ 生産物の取引先や金融機関の破綻等(大手取引先の破綻による売掛金の回

収不能等)

（２）借入限度額 ① 簿記記帳を行っている場合：年間経営費の3/12又は粗収益の

3/12に相当する額のいずれか低い額

② ①以外の場合：600万円

（３）借入金利: 借入期間に応じて、０.５５～０.７５％ (平成23年11月18日現在)

（４）償還期限：１０年以内(うち据置期間３年以内)

㈱日本政策金融公庫(沖縄県にあっては、沖縄公庫)

借入希望者は、最寄りの窓口機関（公庫・農協・銀行等）に必要書類（※）を提出

※ 必要書類については、最寄りの窓口機関にお問い合わせ下さい。

□㈱日本政策金融公庫の各支店（本店フリーコールTEL:0120-926-478）

□沖縄公庫（TEL:098-941-1840）

□最寄りの信用農協連合会 など
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農林水産業共同利用施設災害復旧事業

対策のポイント
異常な自然災害により被災した、農林水産業共同利用施設の復旧に要す

る経費の一部を国が負担します。
なお、当該災害が政令で激甚災害に指定され、激甚災害法６条の措置が

適用される場合は、補助率の引き上げが行われます。

（「農林水産業共同利用施設」について）

・農業協同組合等が所有する施設
農林水産業用の倉庫、加工施設、共同作業場、市場施設、種苗生産施設、養殖

施設、公害防止施設など

・地方公共団体が所有する施設
種苗生産施設、家畜繁殖施設、共同放牧施設、公害防止施設（農林水産物の生

産又は処理加工に伴って生ずる公害の防止のために必要なものに限る。）

政策目標
被災農林水産業者の持続的な経営の安定に寄与するための災害復旧制度

の適切な運用

＜内容＞

１．事業対象となる施設の所有者
農業協同組合、農業協同組合連合会、森林組合、生産森林組合、森林組合連合会、水産業

協同組合、農事組合法人、一般社団法人、一般財団法人、地方公共団体

２．助成対象
農業協同組合等が所有する農林水産業共同利用施設で、１箇所の工事の費用が

４０万円（激甚災害法第６条の規定に基づく政令で定める地域（告示地域）内に
あっては１３万円）以上の災害復旧事業

３．補助率等（暫定法第３条、激甚災害法第６条）

補 助 率 等
区 分 採択基準

40万円までの部分 40万円を超える部分

一 般 災 害 40万円以上 ２／１０

告 示 地 域
※

13万円以上 ４／１０ ９／１０
激 甚 災 害

その他の地域 40万円以上 ３／１０ ５／１０

（※告示地域とは激甚災害法施行令第１９条の規定に基づき告示された地域）

【参考】事業の根拠となる法律
・農林水産業施設災害復旧事業費国庫補助の暫定措置に関する法律（昭和25年法律169号）
・激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律（昭和37年法律150号）

［担当課：経営局総務課（０３－３５０２－６４４２（直））］
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漁船損害等補償制度の概要
（根拠法：漁船損害等補償法（昭和２７年法律第２８号））

１ 漁船損害等補償制度の目的
漁船につき不慮の事故による損害の復旧及び適期における更新を容易にするととも

に、漁船の運航に伴う不慮の費用の負担及び責任等の発生により漁業経営が困難とな

ることを防止し、並びに漁船に積載した漁獲物等につき不慮の事故による損害を補て

んするための措置を定め、併せてこれらを補完する措置を講じ、もって漁業経営の安

定に資する。

２ 漁船保険等の種類
漁船損害等補償法に基づく保険

普通損害保険 漁船につき、滅失、沈没、損傷その他の事故（戦争、変
普 乱、襲撃、捕獲、だ捕及び抑留（以下「戦乱等」という。）
通 によるものを除く。）により生じた損害を塡補する。

漁 保
船 険 満 期 保 険 漁船につき、滅失、沈没、損傷その他の事故（戦乱等に
保 よるものを除く。）により生じた損害を塡補するとともに、
険 保険期間が満了した場合に保険金額相当の保険金を支払

う。

特殊保険 漁船につき、戦乱等による滅失、沈没、損傷その他の事
故により生じた損害を塡補する。

漁船船主責任保険 漁船の運航に伴って生じた不慮の費用及び損害賠償責任
に基づく損害(戦乱等によるものを除く。)を塡補する。

基本損害 人命及び乗客損害以外の自己が負担しなければならない
費用の負担、又は自己の賠償責任に基づく賠償

人命損害 漁船の運航に伴って生じた当該漁船の乗組員の死亡、行
方不明又は後遺障害に対する労働協約等に基づく支払

乗客損害 漁船の運航に伴って生じた当該漁船の利用者の死亡等の
事故により生じた損害の賠償又は費用の負担

漁船乗組船主保険 漁船の運航に伴って、乗組船主に死亡、行方不明又は後
遺障害が生じた場合（戦乱等によるものを除く。）に一定
の金額を支払う。

漁船積荷保険 漁船に積載した漁獲物等につき、滅失、流失、損傷その
他の事故により生じた損害(戦乱等によるものを除く。)を
塡補する。

任意保険 転載積荷 漁船により漁獲され漁船以外の船舶で漁場から運搬中の
保険 漁獲物又はその製品につき、滅失、流失、損傷その他の事

故により生じた損害を塡補する。

ﾌﾟﾚｼﾞｬｰ スポーツ又はレクリエーションの用に供する小型の船舶
ﾎﾞｰﾄ責任 （プレジャーボート）の運航に伴い、プレジャーボートの
保険 所有者等が負担する次の損害を塡補する。

① 漁船その他の船舶等に対する賠償責任に基づく賠償に
よる損害

② 漁船その他の船舶によるプレジャーボート又はその乗
組員の捜索又は救助に要した費用負担による損害

漁船乗組員給与保険法に基づく保険

漁船乗組員給与保険 乗組員が抑留された場合の給与の支払を保障するため、
保険加入事業主の支払うべき給与に代えて保険金を支給する。
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漁業共済制度の概要

漁業災害補償制度は、漁獲金額が不漁等により減少した場合の損失など、中小漁

業者が異常の事象又は不慮の事故によって受けることのある損失を補てんすること

により、漁業再生産の確保と漁業経営の安定に資することを目的としており、その

他の諸施策とあいまって漁業経営の安定と発展を図るうえで大きな役割を果たして

いる。

漁 獲 共 済 漁船漁業、定置漁業及び一部の採貝採藻業を対象とし、不漁等を

原因とする漁獲金額の減少（ＰＱの減）による損失（操業経費相

当分の一部）を補償

【収穫高保険方式、いわゆるＰＱ保険方式】

養 殖 共 済 一部の魚類・貝類養殖業を対象とし、養殖水産動植物の死亡、流

失等（Ｑの減）による損害（養殖経費相当分の一部）を補償

【物損保険方式】

特定養殖共済 のりやほたて等の特定の藻類・貝類養殖業を対象とし、品質低下

等を原因とする生産金額の減少（ＰＱの減）による損失（養殖経

費相当分の一部）を補償

※ 人為的要因による減収を排除するため、生産数量が一定量に

達しない場合に限る。

【収穫高保険方式、いわゆるＰＱ保険方式】

漁業施設共済 養殖施設又は定置網等の漁具を対象とし、その供用中の損壊等に

よる損害を補償

【物損保険方式】

※ このほか、各漁業共済組合が独自に行うことができる地域共済がある

（政府保険の対象外）。

※ 「収穫高保険方式」…被共済者の共済責任期間中の生産金額（ＰＱ）が、

過去の生産実績等をもとに定められる補償水準に達し

ない場合に、減収分のうち経費相当分の一部を補償す

る保険方式（価格下落による損失も補償対象）

※ 「物損保険方式」……被共済者が損害を被った数量（Ｑ）に、単位当

たり共済価額を乗じて得た金額を補償する保険方式
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制度の仕組み

国

全国漁業共済組合連合会 （全国 １団体 ）

漁 業 共 済 組 合 （ ２ ０ 組 合 ）

漁 業 者

掛
金
助
成

共済関係

再共済関係

保険関係
保
険
料

再
共
済
掛
金

共
済
掛
金

保
険
金

共
済
金

再
共
済
金
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（参考）小型漁船に対する激甚災害の措置関係条項等 

 

◎激甚
じん

災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律（昭和三十七年法律第百五十号） 

（共同利用小型漁船の建造費の補助） 

第十一条 国は、激甚災害に係る小型漁船の被害が著しい政令で定める都道府県が、漁業協同組合の必要とする

共同利用小型漁船建造費につき、当該漁業協同組合に対し、三分の二を下らない率による補助をする場合には、

予算の範囲内において、当該都道府県に対し、その補助に要する経費（都道府県が三分の二をこえる率による

補助をする場合には、そのこえる部分の補助に要する経費を除いた経費）の二分の一を補助することができる。 

２ 前項の共同利用小型漁船建造費とは、政令で定める要件に該当する漁業協同組合が、政令で定める小型漁船

で激甚災害を受けたもの（沈没、滅失その他政令で 定める著しい被害を受けたものに限る。）を激甚災害の

発生の際に所有し、かつ、その営む漁業の用に供していた組合員の共同利用に供するため、政令で定める と

ころにより小型の漁船を建造するために要する経費をいうものとする。 

 

○激甚
じん

災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律施行令（昭和三十七年十月十日政令第四百三号） 

（共同利用小型漁船の建造費の補助の対象となる都道府県等） 

第二十三条 法第十一条第一項の政令で定める都道府県は、次の各号の要件のすべてをみたすものとして農林水

産大臣が指定する都道府県とする。 

一 激甚災害を受けた第三項に規定する小型漁船（沈没し、若しくは滅失し、又は第四項に規定する著しい被

害を受けたものに限る。以下この条において「被害小 型漁船」という。）で、当該激甚災害を受けた際に、

その都道府県の区域内に住所を有する漁業者が所有し、かつ、その営む漁業の用に供していたものの隻数が 

百隻をこえること。 

二 その都道府県の区域の一部をその地区とする漁業協同組合の総数に対するその都道府県の区域の一部を

その地区とする被害漁業協同組合（その組合員につきその組合員が当該激甚災害を受けた際に所有し、かつ、

その営む漁業の用に供していた被害小型漁船（以下この条において「組合員所有被害小型漁船」という。）

がある漁業協同組合をいう。）の数の割合が百分の十をこえること。 

２ 法第十一条第二項の政令で定める要件に該当する漁業協同組合は、組合員所有被害小型漁船の隻数が十隻を

こえる漁業協同組合又はその組合員が激甚災害の発生の際に所有し、かつ、その営む漁業の用に供していた次

項に規定する小型漁船の総隻数に対する組合員所有被害小型漁船の隻数の割合が百分の二十をこえる漁業協

同組合とする。 

３ 法第十一条第二項の政令で定める小型漁船は、無動力漁船及び総トン数五トン以下の動力漁船とする。 

４ 法第十一条第二項の政令で定める著しい被害は、修繕することができないか、又は修繕することが著しく困

難な程度の損壊とする。 

５ 法第十一条第二項の小型の漁船を建造するために要する経費は、同項に規定する漁業協同組合が組合員所有

被害小型漁船の隻数及び合計総トン数の範囲内における隻数及び合計計画総トン数の小型の漁船を建造する

ために要する経費に限るものとする。 

 

●激甚
じん

災害指定基準（昭和三十七年十二月七日中央防災会議決定） 

10 上記の措置以外の措置は、災害の発生のつど被害の実情に応じて個別に考慮するものとする。 
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水　産　庁

単位：隻

鳥取県 142 1

島根県 171 0

北海道 4 0

青森県 22 0

岩手県 53 5

宮城県 15 7

計 407 13

転覆・損壊等
激甚政令第23条
対象被害漁船

大雪・波浪等による漁船被害状況
（平成２３年１月３１日現在、速報値）
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ん
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い
る
。
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